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天　丈
同好會 観 測 部 月　報

太陽課月例報告

太陽課幹事　柴門淑次

　今年は測候が非常に不順である抽出上天氣も極めて不安定であって，去

る五月九日の日蝕も，日本中殆んさすべで曇られナこ歌態で，ナこ野こN’雲を

睨んで徒らに長嘆するのみ．五月の黒貼活動は概して李穏．昨年に比して

あまり芳しくない．しかし，月始めには南北爾牟球εも相當の黒黒占群の出

現を見．十月すぎになって其南四球の一群が大分活動した．翻って一ケ月

全膿より見るミ，反って，北四球の方が活動し，月初め，月末の黒黒占群は

日付 娠彪時間

9
9
5
6
8
8
9
9
5
5
5
5
2
2
9
9
0
0

　
　
1
1
　
　
　
　
　
1
1
1
1
1
1
　
　
　
1
1

日

6
6
0
0
1
1
3
3
4
4
9
9
5
5
6
6
7
7

　
　
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2

撮影者

Shibata

　：）
iMurakami
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大抵北掌裡にあっナこ．月の中頃から二十日

すぎ迄は太陽面上極めて卒穏，僅かな黒黒占

が其生命を購いでるるにすぎなかつナこ。即

一ケ月を通じて最も活動しナこのは十月頃の

話．

　南洋に於ける山本博士一行が大江な成功

を短められた：三云ふ電報が到着して，我々

は實に慶賀に堪へない，太陽コロナにして

も，アイシュタイン學説にしても，今後更

に，確實なる襲蓬を逡ける事を期待してよ

からう。いつれ近い中に其結果の詳細なる

嚢表を見る事ミ思ふ．

　次に，　七月中のP。：B。L。値を揚げる
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註：一上記のmalt日本中央標準時の午前九時に相當すち・

　上表にてもわかる通り，七月は月初めに？。がZeroになり太陽の自置

旧の方向が子午線ε一一致する．観測するのに大回便利になる．

　前號に御約束して置いナこ通り，本月から，同好會員の太陽観測報告を掲

載する．此れは，実動我國の黒鮎槻評者の標準たる三澤勝衛氏の相封嶽に

reduceしナこ値であって，各観測者の所謂veduceb　Relative　numberである’

次に表ミ共に各観測者の一覧表をも掲げて置く．

　襯測難名

三澤勝衛氏
亀井山彦氏
宮本正太郎氏

日野　勝氏
今津　紅氏
濱田義郎氏
伊吹高峻氏

　襯測地

長野縣諏訪
大分縣臼杵町
野島市

愛媛縣砥部町

兵庫縣大野村
大阪市
東京市
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爾伊吹町の報告は全部スケッチを途られたので上表には掲げなかった．

　　　　　　　　　　　　　太陽課より．

　去る五月九日の日蝕観測は，すべて曇天であった爲め全く不可能であっ

ナニ．しかし，下の二，三の人々から其報告があったので今整理中である。

之等の這々でも殆んさすべて薄雲をついて観測されたらしく其結果はあま

り精細でない．

　　　日野　勝氏　〔松山市〕　　　松本武男氏　〔台中市〕

　　　正木健三氏　〔松山市〕　　　酒井信生氏　〔朝鮮木浦〕

　いつれ，整理出來次第嚢表する．

　　　　　　　　　　日食槻戦隊蹄る

　一行の中，上島，中村爾氏は二日に蹄京せらるX事に確定しtので，同

朝から御待ちして居t　fO’；，船の都合で夜渥く蹄られt。上島中村爾氏の

元氣な顔，黒く焼けた顔，赤道直下に於ける苦心，努力がありありε現れ

て居た。

　四ロには天文分教室に天文台の者が集って，遠征の話を承つナこ。先，中

村氏は，日本から観測地での族行記．槻測地の状態．器機の据付け，試験

の有様を話されナこ。そして元三其他は雲の多い所であるが，希にも其時刻

に，殆んε雲が切れてかなりの成績を得られ，思はす打寄って萬歳三唱せ

られナこさうである。

　上島氏は受持ちの分光器に就いて話された。さうも天候が充分でなかつ

t爲，分光器爲眞は上しfものが撮れなかつナこミの事である。

　講演が終って，コロナの爲眞，観測器械土地の風景風俗の爲眞も拝見し

ナこ。

　八日には郷里に立寄られた稻葉面も蹄學された。それで御忙しい慮では

あるが早速，それぞれ観測記を執筆して下さる様御願したから，八月號を

待たれたいe　　　　　　　　　　　　　　　　（池　田　記）
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　　　　　　　　　　　　　l観測部流星課報告

　　　　　　　　　　　　課長　小　愼　孝　二　郎

　　本年三月に於ける観測報告者は下記の方々である．

略符 親　　　測　　　地 齪旧時間数
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　絡観測時間藪は1425分，総一汁悪才は117個月ある。

　1．以上の観測流星数を各日別に記せば次の通りになる．日付のなきは・

観測なき日である．

観測者

（Ko）

（Ta）

（Tの

（Km）

言十

O
D

1

1

6

1

1

9

5
4

ユ

8

0
4
幽
9

1
7
「
5
1
6 23

IO

1

19．　1　1

11

6

6

13

げ
ひ

」r

17

0
0

11

14

IS

IO

10

21

1

1

26

10

10

29

1

1

30

14

14

31

－
P
O

6

2，槻測されたる流星中0等以上のものを集録すれば．
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　備考　（TS）の槻測せる火球について下記の如き詳細なる詮明が加へら

れてるナこ．（別圖参照）
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　光度は一一等星の約こ二倍，淡青白色に

て出現（1）の間だけ脚色を持績し（2）

に入って濃赤色に燃えて圖の如く一大

に：灰色の痕を残す・（4）の間にて潰滅

ε思はれ．髓�ﾉ色を失し少時の後（3）

の間にて三三黄色に燃えて止まり消滅

す．

　3．観測より導びき出しfこ輻射黒占は

次の15個である．
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攣光星観測報告　（7）

Observadoj　de　Varisteloj

愛光星課幹事　小　山　秋　雄

観測者 Observulo

今津績（淡路）　1・1mazU（1）
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小山秋雄（京都）　A．　Kojama（K：j）

器・械 Ins亡runユe正≧to
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　魑井壽彦氏は1928年12月4日より1929年3月29日までの間の

35個の観測より圖の如き光度曲線を求められた．但し初め十回は双眼鏡を

使用のため，可成りの系続的の差異があるので除いた．J．　D．242　55　85日

を基黒占εしてまεめナこもので比較星光階は次表の通り．
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観測者　魏井壽彦　ガリレオ式双眼鏡（3．5×）

備考：一　3，5×の双眼鏡にては租困難を感ず．6×以上ならば可成観測容

　　　　易ならん：三思はる，

比較星；一　a＝6．00等b＝6．02等。＝6．43等一光階コ0・084等
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　〃　　観測困難
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　UMonはRV　Tau．型で時々6．3等位の払い極小が現れる．別圖の光

度曲線より極大日を次の如く定めナこ．M＝2425667（5．9等），5717（5．9等）
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　　　　　　　　　　　攣光星課より

　うしのsu　RCor．型の星εして最もよく知られてみるものN・一．つであ

るが，1908年にハーバード天文毫で爲眞乾板上よりその愛光が獲見され，

同天文皇0）古くからの乾板を調査し1885年以來の攣光現象が確められた。

それ以後A．A．　V．　S．　O訓導のYoun9，　Bancroft，　Waterfield，　Peltier，　Lac－

chini等によりて主εして観測され今日に及んでみるが，卒常光度9・5等

以下に降った時は極くざつε調べて見るミ次の様になる．

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0

　
　
　
　
　
　
　
　
1

極　小　時　　工D・

1891年

1899

1904－1905

190S－1911

1912

1913－1914

1916

1924

1926

1928一

2411800

2414800

2416850

2418650

2419600

2420150

2429．000

2424085

2424600

249．50r55．

期間　　　極小光度

350士日

1000士

250

600

150

270

〈12．4

〈15．5

＞13．9

　14．l

　II．O

　13．e

　l4．6

く15．2

　二，三の極小時の光度曲線を別圖にした．1916年の極小にも現れてみる

が，昨年末よりの今の極小には殊に著明に食攣光星に似た光度曲線を呈し

てみるのは興味ある事である．有力な器械を有せられる方の此の八月東天

に現れて來る時よりの襯測は望ましい．

極大近い門々　双眼鏡で観測のできるミラ型の中では

　　7月6日　くじら　の　T　　7月下旬　はくてう　の　CH

　　々中旬　し　し　の　R　　8月中旬へびつかひ　の　X

　　々下旬　くじら　の　○　　　々下旬　はくてう　の　w
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三ラ　に注意して謡い．來年は夏に太陽のために観測はしにいなる．
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　英國天文協會（B．A，　A，）の攣光星部

　近着の“Journal　Of　B．　A．　B．”にFelix　de　Royの名で1927年中にな

されたミラ型（長週期）攣光星の観測結果が護表されてみる，観測者撒は

30名鯨りで過牛撒が10糎以上の屈折反射を所有してみるらしい．大部分

英人であるがオランダのNijlandの如き大家も報告してみる．観測してみ

る星はA．A．　V．　S．0ミ全然方針が異り頗る保守的であるが健實であって，

古くから知られてみるミラ型52星を300日以上．以上の週期のものに二

分し糞表してみる．それ等の星は大三次の通り．

And．　R．W
　　　　，

Boo．　R，S，U，V

Cet．　o

Gem．　R

Lyn，　R

Aql．　R，S

Cam．　R．VX
　　　）　1）

Cor．　S，W

Her．　S，T，U

Lyr．　W

Ari　R　Aur．
Cas．　R，S，T，W　Cep．

Cyg．　X，　R，S，U，V，W　Dra．

Hya　R　Leo．
Oph．　RY　Ori．

諏
T
『

R
S
，
R
R
U
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　　Peg．　R，X　Per．　R　Ser．　R　Tau．　V

　　UMa．　R，S，T　UMi．　S　Vir．　S　Vul．　R

　此れ以外の星では毎年嚢表してみるのはSS　Cyg．だけだごいってよい，

本年互月號には300日以上0）週期のもの31星の総計7467個の観測1吉果

を獲表されてみて，一個の星につき241個の割合である．300日以下のも

のの1927年中の結果は昨年嚢表されてみるが，それによるミ，21個の星

の観測5645個．だから合計13112個の観測が1927年になされたのであ

る．極大，極小の時期は勿論，光度曲線の形も，かなり詳しく齪測されて

るるから上記の星は彊いて研究的には観測するには及ばぬだらう．（小山）

　訂正　　本誌第98號292頁のSS　Cep，の示申田清氏の観測のM－mは

計算の誤りであって次の如く訂正　　M－m＝47．5日　　（新慶光星（4））


